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プロンプトエンジニアリング
を用いた技術的負債に関する

課題票の分類



背景

| 技術的負債（TD）

ソフトウェア開発においてコストの低減のために導入
される質の低い設計やソースコード

負債を返済しないままでいると

・遡って除去するコストの増大

・保守性の低下 などが起こる

→TDを管理して早期に返済されることが望まれる
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TDの管理

TDは課題票やソースコード内のコメントで管理される

| 課題票

ソフトウェア開発のタスク管理ツールで使用される

問題やタスクの記録を行うためのもの

-タイトル,説明文といった情報を含んでいる

この課題票に”Debt”とラベルを付与することで,その課題
票がTDに関するものであると明示する
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“Debt”ラベルの付与

| 問題報告時点ではラベルがついてない

開発者の議論によってラベルが付与される

| ラベル付与の流れ

ラベル付与のための議論が必要なため労力がかかる
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先行研究

| BERTベースモデルを利用したTDの分類

データセット収集 BERTベースモデル

BERTベースモデルがTDの分類において有用であることが分かった

| 問題点

ファインチューニングのために大量のデータが必要

高性能な計算リソースが必要
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目的・アプローチ

| 目的

ファインチューニングを必要としないTDの分類手法の提案

| アプローチ

プロンプトエンジニアリングを用いてLLMにタスクを

理解させる

→高性能な計算リソースを必要としないLLMを用いた分類
が可能
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プロンプトエンジニアリング

| LLMにタスクを理解させる技術

・few-shot learning

少数の入力と出力の例を提示しタスクを理解させる

・chain of thought推論

推論過程を明示的に示すことでより正確な推論を行う

これらを活用して分類を行う
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今後の予定

| 先行研究の問題点の精査

| コード作成

| プロンプト作成

調査が必要
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